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◆
　
春
日
覇
　
　
　
　
小
西
敏
晴

春
日
歴
史
民
俗
資
料
館
文
化
財
友
の

会
が
、
昨
秋

「
歴
史
探
訪
バ
ス
旅
行
」
を

実
施
し
た
様
子
を
報
告
し
ま
す
。

（
重
要
伝
統
的
建
物
群
保
存
地
区
）

参
井
町
（橿
原
市
）平
成
五
年
指
定

３
丼
町
の
成
立
歴
史
は
、
天
文
年
間
こ

の
地
に

一
向
宗
本
願
寺
坊
主
の
３
丼
兵

部
郷
豊
寿
が
、
寺
内
師
を
建
設
し
た
の
に

発
し
、
一
向
宗
問
徒
が
、
一Ｃ
こ
に
御
坊
（称

念
寺
）
を
開
き
、
自
衛
上
武
力
を
養
幹
、

壕
を
め
ぐ
ら
し
都
市
計
画
を
実
施
し

た
。
永
禄
十

一
年
（
一
五
六
八
）
織
田
信

長
の
上
洛
以
来
、本
願
寺
も
反
信
長
の
旗

を
立
て
、
寺
を
中
心
の
城
塞
都
市
を
整
え

抵
抗
し
た
が
、
〈フ
丼
氏
は
、
天
正
三
年
、

明
智
光
秀
を
通
じ
て
降
伏
し
、
事
な
さ

を
得
た
。
か
＜
し
て
、
大
坂
、
堺
な
ど
と

交
流
を
盛
ん
に
し
て
、
商
業
部
商
と
し
て

の
変
貌
を
と
げ
、
江
戸
時
代
に
は
南
大
和

最
大
の
在
郷
町
と
し
て
大
掛
に
栄
え
た
。

ま
た
、
堺
と
並
び
自
治
的
特
権
が
認
め

ら
れ
，惣
年
寄
、
町
年
寄
を
置
き
師
政
に

あ
た
ら
せ
た
。

つ
井
町
の
町
並
み
は
、
称
念
寺
を
中
心

と
し
た
寺
内
町
で
あ
り
、
由九
全
な
城
塞

都
市
で
、
江
戸
時
代
初
期
に
は
、
東
西
六

百
ｍ
、
南
北
三
百
ｍ
、
周
囲
に
は
環
濠
土
塁

を
築
き
、
戸
数
千
百
戸
、
人
□
四
千
数
百

人
の
豊
か
な
町
と
な
り
、
町
割
は
、
西
、

南
、
東
、
北
，新
、
〈フ
の
六
町
に
分
れ
、
九
っ

の
問
か
ら
本
構
を
通
っ
て
濠
を
渡
り
、
外

部
と
連
絡
し
て
お
り
、
内
部
の
道
路
は
、

屈
折
が
多
＜
敵
の
侵
入
に
備
え
て
、
見
通

し
、
弓
矢
鉄
砲
の
射
通
し
を
、
不
可
能
に

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
当
初
は
軍
事
目
的

だ
っ
た
が
、
江
戸
中
期
に
は
、
裕
福
な
商

人
の
生
命
財
産
を
守
る
も
の
に
変
貌
じ

た
。
い
ま
も
、
町
の
大
半
の
民
家
が
、
江
戸

時
代
以
来
の
伝
統
様
式
を
保
っ
て
お
り
、

国
重
要
文
化
財
九
件
、
市
文
化
財
五
件

等
、
優
れ
た
民
家
が
多
＜
、
師
全
体
が
戦

国
時
代
の
寺
内
町
の
歴
史
を
通
し
て
い

る
。

:率
撻,

i:霧

今井町を守る環濠 と豪壮な今西家住宅

此
の
町
を
地
元
ガ
イ
ド
の
案
内
で
見
学

し
た
。
ま
ず
、
〈フ
丼
ま
ち
な
み
交
流
セ
ン

タ
ー
「華
甍
穴
明
治
三
十
六
年
に
高
市

郡
教
育
博
物
館
と
し
て
建
築
さ
れ
、
昭

和
四
年
か
ら
は
３
丼
田
役
場
と
し
て
使

用
さ
れ
、
現
在
は
３
井
町
命
歴
史
資
料

館
と
し
て
展
示
、
映
像
等
で
、
〈フ
井
町
を
、

紹
介
し
て
め
る
。
一
一階
建
の
本
館
を
中
心

に
、
両
側
に
左
右
対
称
の
翼
廊
の
あ
る
外

観
は
、
大
租
に
相
応
し
＜
、
和
風
に
纏
め

た
余
良
で
も
数
少
な
い
明
治
建
築
で
あ

る
。
）
（国
重
文
指
定
）

こ
こ
で
鋸
全
体
の
説
明
を
受
け
た
後
、
町

並
み
を
見
攣
し
た
。
主
な
見
学
処
は
、

３
西
家
住
宅
、
〈フ
西
家
三
代
目
か
ら
は
惣

年
寄
筆
頭
で
、
領
主
、
代
宮
の
師
方
支
配

の

一
翼
を
担
い
、
自
治
権
を
委
ね
ら
れ
て

い
た
。
八
つ
棟
造
り
は
、
役
柄
相
応
の
建

物
で
、
民
家
と
云
う
よ
り
は
城
郭
を
思

わ
せ
る
構
造
で
、
内
部
に
は
、
広
い
土
問

が
あ
り
、
白
洲
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
中
三
階
に
は
，
燻
じ
牢
が
有
る
。
棟

札
に
よ
り
、
慶
安
三
年
（
王
挙
菫
○
）

建
築
で
、
一
時
は
、
織
田
信
長
の
本
陣
に

な
っ
た
事
も
あ
る
。

外
壁
は
白
漆
喰
塗
籠
で
、
入
母
屋
造
の
破

風
は
前
後
喰
違
機
に
見
せ
、
本
瓦
露
の
堂

々
た
る
外
観
で
あ
る
（国
重
文
）。

次
ぎ
に
和
銅
三
年
（七

一
〇
）よ
り

七
十
五
年
間
榮
え
た
平
城
宮
跡
に
あ
る

平
城
宮
跡
資
料
館
を
見
学
し
た
。

一
九
五
九
年
か
ら
継
続
さ
れ
て
き

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
出
土
し
た
様
々

還
物
や
建
物
の
復
元
模
型
を
展
示
し

お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ア
ガ
イ
ド
の
案
内
で
、

平
城
宮
の
役
所
や
宮
殿
の
内
部
の
実
物

大
模
型
（ジ
オ
ラ
マ
）で
、
役
人
の
仕
事
ぶ

り
や
、
由
〓
族
の
暮
ら
し
を
映
像
で
見
学
、

発
掘
で
出
土
し
た
，
土
器
、
、
本
器
，
瓦
、
本

簡
等
の
実
物
を
間
近
に
見
学
し
た
。

妥
波
台
貧
書
爆
緊
郡
会
報

お

父

書

醸
わ
泌
版

発
籍
・繭
繁
者
　
延
鶴
伯
こ
と
澤
孝
鶴

発
綺
鮨
　
　
　
鶏
液
き
父
書
盤
懇
部

洩
鰺
充
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３
月
は
、
平
成
二
十
九
年
秋
期
特
別
展
、

「地
下
の
正
倉
院
震
―
国
宝
平
城
宮
跡
出

土
木
簡
―
」
が
、
開
催
さ
れ
て
掛
た
。

平
成
二
十
九
年
九
月
、
「平
城
宮
跡

出
土
木
簡
」
が
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
。

本
簡
は
い
ま
ま
で
重
要
文
化
財
指
定
は

あ
っ
た
が
、
国
宝
指
定
は
初
め
て
で
、
そ

の
お
披
露
目
の
特
別
展
示
で
し
た
。

遠
掛
琶
、
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
ら
れ
な
が

ら
、
千
三
百
年
の
眠
り
の
後
、
掘
り
起
こ

さ
れ
、
国
宝
に
ま
で
登
り
つ
め
た
数
奇
な

運
命
に
想
勢
を
馳
せ
つ
つ
見
学
し
た
。
特

に
目
を
引
い
た
の
は
、

「
丹
波
曇
何
麗
郡
高
津
郷
交
易
小
麦
五

斗
」
と
書
か
れ
た
本
簡
で
、
綾
都
市
か
ら

も
小
麦
が
献
上
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
興

味
深
か
っ
た
。
全
国
的
に
、
小
麦
の
荷
札

は
極
め
て
稀
と
の
事
．
（長
さ
二
四

一
帥
、

巾
三
八

爾
、
厚
さ
五

鋤
）

最
後
は
、
蕎
田
大
社
の
参
拝
で
す
。
駐
車

場
近
＜
の
，
二
の
鳥
居
付
近
で
、
案
内
じ

て
頂
＜
神
官
と
待
含
せ
た
。
ま
ず
、
立
並

び
石
灯
寵
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

平
安
の
貴
族
か
ら
江
戸
の
庶
民
等
よ

り
寄
進
さ
れ
た
燿
籠
は
、
石
灯
籠
三
千

基
、

釣
灯
籠

一
干
基
，
計
三
千
基
に
及
ご
と
い

う
。
鹿
を
モ
チ
ー
フ
し
た
彫
物
が
多
く
、

多
様
な
姿
態
が
面
白
機
。
南
問
よ
り
神

域
に
入
り
、
鉤
灯
籠
舎
あ
る
朱
塗
り
の
回

廊
を
、
奥
に
登
り
、

御
轟
出
遥
拝
所
に
着
＜
。
一讐
」
で
、
春
日

大
社
の
御
祭
神
と
し
て
招
か
れ
た
，武
甕

撻
命
が
，
自
鹿
に
乗
っ
て
天
降
ら
れ
た
御

蓋
曲
曲
頂
の
浮
雲
峰
を
拝
砲

回
廊
よ
り
中
間
に
進
み
、
ま
ず
、
桂
轟

院
寄
進
の
大
灯
籠
が
目
に
つ
＜
。
中
門
よ

り
、奥
の
御
本
殿
に
参
拝
し
た
。

中
間
の
左
右
に
延
び
る
御
廊
に
懸
る
鉤

灯
籠
は
、
将
軍
綱
吉
，
藤
堂
高
虎
、
宇
喜

多
秀
家
等
武
将
の
寄
進
に
な
る
も
の
が

多
く
あ
っ
た
。
続
掛
て
、
藤
浪
之
議
に
案

内
さ
れ
た
。
暗
い
部
屋
に
は
、
灯
が
と
も

さ
れ
た
多
数
命
鉤
灯
籠
が
、
後
ろ
に
張
り

巡
ら
さ
れ
た
鏡
で
、
万
華
鏡
の
よ
う
に
映

え
、
年
三
回
す
べ
て
の
灯
籠
に
澤
灯
が
灯

る
万
燈
寵
の
幽
玄
が
体
験
出
来
た
。
後
、

多
＜
の
境
内
社
や
施
設
の
案
内
を
受
け
、

３
回
の
歴
史
探
訪
を
終
え
ま
し
た
。

◆

丹
波
古
文
書
倶
楽
部
会
員
各
位
ヘ

（ご
依
頼
）

春
日
歴
史
民
俗
資
料
館
文
化
財
友
の

会
は
、
〈フ
年
を
以
て
，体
会
い
た
し
ま
す
。

会
員
役
員
の
高
齢
化
に
よ
り
運
営
が
困

難
化
し
た
め
で
す
。
以
前
よ
り
、
活
動
し

て
け
た
、
歴
史
探
訪
の
会
と
春
圏
歴
史
民

俗
資
料
館
友
の
会
が
、
平
成
五
年
に
含
併

し
て
発
足
し
た
本
会
は
、
中取
盛
期
に
は
、

三
百
人
の
会
員
を
擁
し
、
年
二
回
の
歴
史

探
訪
は
、
関
西
中
心
で
す
が
）東
は
甲
斐
、

北
は
能
登
、
南
は
高
干
穂
ま
で
訪
れ
、
其

の
外
、
講
演
会
の
開
催
、
地
域
歴
史
の
掘

り
起
こ
じ
等
、
個
人
見
識
の
向
上
と
町
文

化
活
動
の
高
場
に
籟
さ
さ
か
の
貢
献
を

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
本
当
に
残
念
の
種

み
で
あ
り
ま
す
。

体
会
の
後
も
、
後
継
者
を
募
り
、
再
開

に
向
か
っ
て
、
努
力
し
て
お
り
ま
す
が
、
町

以
外
の
方
々
、
丹
波
古
文
書
倶
楽
部
会

員
の
皆
様
の
応
援
を
、
お
願
い
致
し
た
＜

存
じ
て
お
り
ま
す
。

（小
西
敏
晴

記
）

私
は
、
小
西
さ
ん
の
勧
め
で
こ
の
旅
に

飛
び
入
り
参
加
さ
せ
て
も
ら
掛
ま
し
た
。

車
中
の
雑
談
の
時
間
に
、
か
ね
て
調
べ

て
み
た
昴
と
思
っ
て
い
た
春
日
町
野
出

出
身
の
村
上
専
精
先
生
に
関
し
て
、
野
出

自
治
会
長
さ
ん
か
ら
、
調
べ
た
機
な
ら
我

が
家
に
お
い
で
、
と
誘
わ
れ
、
後
日
、
お
宅

に
お
邪
魔
し
て
貴
重
な
情
報
を
戴
＜
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
ん
な
経
験
か
ら
、
歴
史
や
古
文
書

等
に
関
す
る
貴
重
な
情
報
交
換
の
場
で

も
あ
る
事
を
知
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
意
義
あ
る
活
動
を
絶
や
す
こ

と
は
、
丹
波
地
域
の
文
化
の
灯
を
消
す
こ

と
、
自正
非
、
皆
さ
ん
の
力
を
頼
り
に
、
こ
の

会
の
再
興
を
図
っ
て
み
た
機
、
と
強
＜
思

っ
て
い
ま
す
。
加
担
し
て
下
さ
る
ん
は
、

岸
孝
明
迄
ご
連
絡
＜
だ
さ
い
。
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